















































































































































































ク実施期間は 2012 年４月～2014 年３月の２年間である。フォーマルなインタビュー調査は、会
議に出席していた S中の教職員７名に対して各１～２時間程度実施した。実施期間は 2013年３月












































名前 出席状況 主な不利内容 保護者の状況→子どもの状態 
Aさん 不登校 低学習意欲 両親共働きによる早朝・夜間不在→生活リズムの混乱 
Bさん 不登校 低学力・低学習意欲 離婚による保護者の夜間就労と子どもへの関心・養育力低下 
→生活リズムの混乱、不十分な食事 
Cさん 遅刻・早退 体調不良 離婚による保護者の昼夜間就労と子どもへの養育力低下 
→家事・育児の代行 
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Dさん 問題なし 低学力・問題行動 離婚による保護者の精神不安・養育力低下→深夜徘徊 
Eさん 不登校 低学力・精神不安 離婚による保護者の精神不安・養育力低下→保護者の介護 
Fさん 不登校 低学力・低学習意欲 両親共働きによる早朝・夜間不在→生活リズムの混乱 
Gさん 遅刻 低学力・精神不安 保護者の離婚・結婚と学校への関心低下→学校への関心低下 
Hさん 不登校 低学力・問題行動 離婚による保護者の早朝・夜間就労→生活リズムの混乱 
Iさん 不登校 問題行動 離婚による保護者の早朝・夜間就労→生活リズムの混乱 
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２７ 山本雄二「学校教師の状況的ジレンマ」『教育社会学研究』第 40集、1985年、126-137頁。 
２８ 教員の支援行為は、ケア会議を通じて仕事として付与される部分はあるものの、支援者であ
ることや子どもの主体性を尊重する規範的期待に主体的に応えようとする教員の姿勢や発言から、
役割としてではなく、「私」のアイデンティティにかかわるものとして捉えられると判断した。 
２９ 三井さよ『ケアの社会学』勁草書房、2004年。 
３０ 佐藤は、教職の「無境界性」は、教員の恒常的な多忙と職業的アイデンティティの危機をも
たらすが、教職の専門領域に総合性や自律性を要請し、新たな教職概念を再定義する可能性も
秘めているとする。佐藤学『教師というアポリア』世織書房、1997年、16頁。 
３１ 横山剛士「多職種構成による学校組織開発の論点」『学校経営研究』第 41巻、2016年、20-21
頁。 
